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会議録 

会 議 の 名 称 令和７年度第２回新城市若者議会 

開 催 日 時 令和７年５月２６日（月）午後７時から午後９時まで 

開 催 場 所 新城市役所４階会議室 

会 議 の 内 容 

令和７年度第２回新城市若者議会 

・アイデアについて意見交換 

・テーマ投票 

・事務連絡 

 

１ アイデアについて意見交換 

  昨年度、第１０期若者議会から答申された第２次新城市若者総合政策

（案）をもとに、各委員が取り上げたいテーマやそのテーマに関するアイデ

アについて意見交換を行った。 

  以下は、意見交換後に各グループから共有・発表された内容である。 

Ａグループ 

 ＳＮＳを使ったＰＲで新城市のことを知ってもらうこと

で訪れてもらうことなどにつながってくるため、まずは知

ってもらうことが大切ではないかという話をした。 

Ｂグループ 

 新城市を知ってもらうという観点で話をしていた。その

アイデアとして、ショート動画を使って歴史や観光地など

を知ってもらうという意見と蛍の養殖や釣り体験のように

新しいものを作り上げて新城市の魅力を深め、活性化して

いくという意見が出た。 

Ｃグループ 

 「居場所がある」と「新城市を知ってもらう」について

意見が出た。知ってもらった先に定住をしてもらいたいの

か、新城市でお金を使ってもらいたいのかという議論をし

ていた。居場所については、新城を離れた人のコミュニテ

ィについてや集客をしなくても人が集まる駅をコミュニテ

ィとするアイデアが出た。 

Ｄグループ 

 駅など公共の施設を通常の利用に限らず、それ以外の利

用方法を検討するべきではないかという意見が出た。例え

ば、交流ができるよう駅で飲み物を販売したり、子育てで

きる環境を整えたり、地元の木材を使用するなど新城の特

色を出したりしたいというアイデアが出た。 
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Ｅグループ 

「必要な情報にアクセスしやすい」について議論した。

市内の名所や施設にフリーＷｉ－Ｆｉを設置することや若

者が求める就職や学校についての情報についての話で盛り

上がった。フリーＷｉ－Ｆｉを名所に設置し、配信やＳＮ

Ｓへのアップが促進されることにより、観光客が増えるの

ではないかという意見が出た。若者が求める情報について

は、新城市の企業が後継者不足により倒産してしまうとい

う課題に着目し、若者が市内での就職を促進するような情

報を発信するべきだという話が出た。 

Ｆグループ 

「新城市を知ってもらう」について話し合い、ＳＮＳな

どを使って若者に新城市の自然や名産品を広めるのがいい

のではないかという話が出た。いろいろな情報が溢れてい

て見つけるのが大変という意見も出た。まずは、市内の人

に知ってもらい、全国やいずれは世界に発信していくのが

いいという話をした。 

 

２ テーマ投票 

  意見交換を踏まえ、今期の若者議会で取り上げるテーマを投票して決定し

た。 

  第１０期若者議会のテーマは、「若者が自分らしくいられるまち―余暇や

趣味を楽しめる」、「若者が自分らしくいられるまち―居場所がある」、

「若者にとって誇れるまち―新城市を知ってもらう」の３つに決定した。 

 

 

 

 


